


学校いじめ防止基本方針 

上島町立岩城中学校 
令和８年４月１日改定 

１ いじめの定義といじめに対する基本的な考え方 

(1) いじめの定義 

「いじめ」を「生徒に対して、当該生徒が在籍する学校に在籍している等、当該生徒と一定の

人的関係にある他の生徒が行う心理的または物理的な影響を与える行為(インターネットを通じ

て行われるものを含む。)であって、当該行為の対象となった生徒が心身の苦痛を感じているもの」

と定義する。(「いじめ防止対策推進法」より) 

(2) いじめに対する基本的な考え方 

本校の教育目標「思いやりの心を育てる」の実現に向け、生徒が安心して生活できる環境づく

りを行う。また、いじめ問題に迅速かつ組織的に対応するために、いじめに対する認識を全教職

員で共有する。そして、いじめは、どの学校・どの学級でも起こりうるものという基本認識に立

ち、未然防止・早期発見・早期対応に取り組む。  

 

２ 学校におけるいじめ防止等の対策のための組織 

(1) いじめ防止対策委員会 
全教職員で構成し、必要に応じて、スクールカウンセラー（SC）、スクールソーシャルワーカー（SSW）、

伯方警察署員、医師等にも参加を依頼する。月に一度の定期開催とし、いじめ事案の発生時には、緊

急に開催する。 

(2) 活動内容 
① いじめの未然防止（学校いじめ防止プログラムの作成・実施・修正） 

② いじめの早期発見（アンケート調査・教育相談・情報収集・いじめ相談窓口） 

③ いじめ事案の対処（認知の判断・支援や指導・事案対処マニュアルの作成・修正） 

 

３ いじめの未然防止のための取組 

(1) いじめを許さない、見過ごさない雰囲気づくり 

○ 「いじめは卑怯な行為で、絶対に許されないことである」という認識を生徒が持つように、

教育活動全体を通して指導する。 

○ 生徒一人一人が認められ、お互いに相手を思いやる雰囲気づくりに、学校全体で取り組む。 

(2) 自尊感情を育てる教育活動の推進 

○ 分かる・できる授業の実践に努め、「ＤＤタイム」「ｅライブラリ」を効果的に活用し、生徒

一人一人に成就感や達成感を持たせることで、自尊感情を育てる。 

○ 部活動や文化祭、運動会などの学校行事への参加意欲を喚起し、生徒の主体的な活動を積極

的に取り入れることで、自尊感情を育てる。 

(3) 人権・同和教育、道徳教育の充実 

○ 全ての教育活動において道徳教育を実践し、人権尊重の精神や思いやりの心を育てる。 

○ 人権・同和教育を計画的に行い、生徒の人権感覚を高める。 

(4) 温かい集団・仲間づくりの推進 

○ 部活動を通して、各部の目標を共有し、達成に向けて互いに協力しながら主体的に練習を行

うことで仲間意識を育てる。 

○ 学校行事や委員会活動、全校ミーティングなどの場面で、縦割り班活動を有効に活用し、上

級生のリーダーシップを育てるとともに、温かい集団づくりに努める。 

(5) インターネット等を通じて行われるいじめに対する対策 

○ 一人一台端末を学力向上のために効果的に活用するとともに、ネット利用ルール等について

生徒が主体となって話し合う機会を設け、情報モラル教育を充実させる。 

(6) 小学校・地域との連携 

○ 小学校や地域の行事等、地域の人々と接するあらゆる機会を捉え、生徒指導に関する情報を

収集する。 

 



(7) 教職員の研修の充実 

   校内研修を企画、計画的に実施することで、教員間で情報を共有し、共通理解を図る。 

(8) 学校いじめ防止プログラム 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

未
然
防
止 

PTA総会 

 

生徒指導連絡協議会① 

学校運営協議会① 

人権集会① 

 

ふれあい学習会 

 人権作文 

人権標語 

上島町児童生徒会議 

学校運営協議会② 

早
期
発
見 

教育相談 

 

教育相談 

hyper-QU 

教育相談 

 

教育相談 

※学年部実施 

教育相談 

※部活動顧問実施 

 

教育相談 

hyper-QU 

★ ★ ★ ★ ★ ★ 

い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会 

      

       

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

未
然
防
止 

人権ポエム 人権啓発劇 

学校運営協議会③ 

生徒指導連絡協議会② 

人権参観日 

 生徒指導連絡協議会③ 

学校運営協議会④ 

人権集会 

 

早
期
発
見 

教育相談 

 

教育相談 

※全教員実施 

教育相談 

 

教育相談 

 

教育相談 

 

教育相談 

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ 

い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会 

      

SC：スクールカウンセラー SSW：スクールソーシャルワーカー ★：ジブンミカタプログラム（月１回） 

いじめ防止対策委員会（月１回）/ いじめ事案発生時 

学校いじめ基本方針 
学校いじめ防止プログラム 
事案対処マニュアル  の確認 

人権・同和教育、道徳教育の充実  分かる・できる授業  生徒の主体的な活動 
温かい学校、学級、部活動等の集団づくり  小中連携と協力体制の整備 

SC・SSWによる教育相談・情報交換 

日記指導の充実  日常の生徒観察  声掛け活動の充実  教職員の情報交換 

学校評価 生徒 

人権・同和教育、道徳教育の充実  分かる・できる授業  生徒の主体的な活動 
温かい学校、学級、部活動等の集団づくり  小中連携と協力体制の整備 

携帯電話等に関する調査① 

携帯電話等に関する調査② 

いじめ防止対策委員会（月１回）/ いじめ事案発生時 

SC・SSWによる教育相談・情報交換 

学校いじめ基本方針 
学校いじめ防止プログラム 
事案対処マニュアル 

の反省・改善 

日記指導の充実  日常の生徒観察  声掛け活動の充実  教職員の情報交換 

学校評価（地域・保護者） 



４ いじめの早期発見のための取組 

(1) 全教職員による情報の共有 

おかしいと感じる場面やおかしいと感じられる生徒がいた場合は、全教職員で情報を共有し、

早期発見、対応に努める。 

(2) ふれあいアンケートの実施、全教職員による教育相談の実施 

毎月一回、学校生活に関するアンケート調査を実施し、生徒の抱えている悩みを把握して対策

を検討する。特に人間関係で、悩みを抱えた生徒が特定できた場合や相談の希望があった場合は

速やかに教育相談を実施するだけでなく、全校生徒を対象とした、全教職員による教育相談を実

施することで、より確かな生徒理解に努める。 

(3) ｈｙｐｅｒ－ＱＵ検査結果の有効活用 

検査結果を全教職員で共有し、気になる生徒については機会を捉えて教育相談を実施し、生徒

の状況を把握して問題の解決を図る。 

(4) 家庭との連携・情報の共有 

様子がおかしいと感じられる生徒がいた場合、学級担任を中心に家庭と連絡を取り、学校及び

家庭での様子等の情報交換を密にし、早期発見及び問題の解決に努める。 

(5) 声掛け、見守り等の巡視活動の充実 

   休み時間や昼休みなど、教員が組織的に行動し、死角をつくらないことで生徒の実態把握強化

に努める。 

５ いじめに対する早期対応 

(1) 問題発見時の対応 

いじめ問題を発見又はいじめに関する相談を受けた場合、速やかに管理職に報告し、生徒指導

主事を中心に事実関係を確認する。事実関係の確認後、いじめ防止対策委員会を開き、対応を協議

する。 

(2) 被害生徒への対応 

いじめを受けている生徒の身の安全と心の安定を最優先に考え、いじめを受けた生徒と保護者

への支援を行う。保護者と連携を図りながら、必要に応じた措置を講じる。 

(3) 加害生徒への対応 

いじめをやめさせ、その再発を防止するため、いじめている側の生徒に対しては毅然とした態

度で指導に当たる。保護者に対して、事実関係を報告するとともに再発防止についての協力を要

請する。必要があれば、ＰＴＡ役員会や学校運営協議会の協力も仰ぐ。 

(4) 周囲の生徒への指導 

傍観者の立場にいる生徒に、見て見ぬふりはいじめているのと同様であるということを強く指

導するとともに、いじめを受けている生徒が安心して過ごせる雰囲気づくりに努める。 

(5) 事案対処マニュアル 

いじめ事案の発見 

・ 教職員による情報収集・共有 
・ 本人・生徒からの訴え 
・ ジブンミカタプログラム・hyper-QU 検査結果 
・ 保護者・地域からの情報 
・ 関係機関からの情報 

 

①  事実関係の聞き取り・確認（個別に別室で対応） 

〇 学級担任・養護教諭：被害生徒 
〇 学年部・生徒指導主事：加害生徒 
※原則複数対応 
※多数の場合は、全教職員で個別に聞き取
り 
※時間を決めて聞き取りを行う。 

 いじめ防止対策委員会への報告  
 

≪確認事項≫ 
・ 関わりのある生徒 
・ いじめがあった場所・時・内容・背景 
≪留意事項≫ 
・ 担任及び生徒指導主事：いじめ防止対策委員会へ
報告 

・ 養護教諭：被害生徒へ寄り添う。 
・ 学年部（副担）：加害生徒対応 

 



②  いじめ防止対策委員会（全教職員及び必要に応じて SC、SSW、関係機関への参加依頼） 

〇 いじめ認知・重大事態の判断 
〇 支援・指導方針の決定 
〇 全教職員の情報共有と連携 

・ 役割分担・内容の確認 
※誰が、誰に、どのような支援・指導を行うか。 

・ 保護者への連絡内容・対応の確認 

 

③  支援・指導 ※役割分担は、事案によって変更する 

〇 加害生徒へ指導後、下校 
（副担・生徒指導主事の見守り） 

〇 学級担任：電話連絡（加害生徒） 
〇 被害生徒の下校 

（学年主任・学級担任の見守り） 
〇 学年主任・学級担任：家庭訪問 
〇 管理職・生徒指導主事：学校待機・教育

委員会へ報告・
記録 

 
※重大事態・犯罪行為として取り扱う場合
は、上島町教育委員会に速やかに報告し、
伯方警察署及び上島町教育委員会と連携
して対処する。 

≪被害生徒≫ 担任・養護教諭 
（SC・SSWとの連携） 

・ 生徒の安全を確保する。（登下校時含む） 
・ 気持ちに寄り添い心のケアに当たる。 
≪加害生徒≫ 学年部・生徒指導主事 
・ いじめを直ちに止めさせ、再発を防止する指導及

び措置をとる。 
・ いじめは、命に関わる重大なことであり、絶対に

許されない行為であることを理解させる。 
・ 加害生徒の抱える悩みや問題を共に考え、解消に

向けての支援を行う。 
※生徒の人格を否定する指導は、してはいけない。 

≪周囲の生徒≫ 
・ いじめを大人に伝えることは、正しい行為である
ことを認識させる。 

・ いじめ問題を自分たちのこととして考えさせる。 
≪保護者への連絡・対応≫ 
〇 事実を正確に伝える。 
★ 加害生徒 
・ 指導・支援（成長支援）に対して、理解と協力
を求める。 

★ 被害生徒 
・ 生徒を徹底して守ることを伝える。 

  

④  継続的な支援  

 ・ 「いじめ防止対策委員会」を開催し、情報交換及
び支援・指導方針の再検討を行う。 

・ 教育相談の実施（被害・加害生徒） 
※SC・SSWとの連携 

・ 保護者への連絡（被害・加害生徒） 

６ 重大事態への対処 

(1) 重大事態の定義 

○ いじめにより当該学校に在籍する児童生徒の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑い

があると認める場合。 

○ いじめにより児童生徒が相当の期間学校を欠席する（年間 30日を目安とし、一定期間連続し

て欠席している場合も含む。）ことを余儀なくされている疑いがあると認める場合。 

○ 児童生徒や保護者から「いじめられて重大事態に至った」という申し立てがあった場合。 

                           （「いじめ防止対策推進法」より） 

(2) 重大事態への対処 

○ 重大事態が発生した旨を、教育委員会に速やかに報告する。 

○ 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。 

○ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施するとともに、関係諸機関

と適切に連携を図る。 

○ 上記調査結果については、いじめを受けた児童生徒・保護者に対し、事実関係その他の必要

な情報を適切に提供する。 



学校いじめ防止基本方針 
上島町立弓削小学校 

令和８年４月１日改訂 

 

１ いじめの防止等のための対策に関する基本的な方針 

（基本理念） 

いじめは、いじめを受けた児童の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な

成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を

生じさせるおそれがある。したがって、本校では、全ての児童がいじめを行わず、及び他

の児童に対して行われるいじめを認識しながらこれを放置することがないように、いじめ

が心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童の理解を深めることを旨として、

いじめの防止等のための積極的な対策を行う。 
 
（いじめの禁止） 

児童は、いじめを行ってはならない。また、いじめと誤解される言動は行わない。 
 

 (いじめの定義） 

    児童に対して、当該児童が在籍する学校に在籍している等一定の人間関係にある他の児

童が行う心理的又は物理的な影響を与える行為(インターネットを通じて行われるものを

含む）であって、該当児童が心身の苦痛を感じているものをいう。 
 
（学校及び職員の責務） 

全ての児童が安心して学習その他の活動に取り組むことができるように、保護者他関係

者との連携を進んで図りながら、学校全体でいじめの防止と早期発見に取り組むとともに、

いじめが疑われる場合は、適切かつ迅速にこれに対処し、更にその再発防止に努める。 

教職員は、児童からいじめに係る相談を受けた場合又はいじめが疑われる場合には、一

人で抱え込まず、速やかに学校の組織に報告し、組織的に対応する。 

 

２ いじめの防止等のための対策の基本となる事項 

 (1)  基本施策 

ア 学校におけるいじめの防止 

 (ｱ)  学校の最重点目標の一つに「いじめを許さない学校」を掲げ、弱い者いじめや卑

怯な振る舞い等をしない、させない、見過ごさないことに組織的に取り組む。 

（ｲ） 分かる授業づくりを進め、全ての児童が参加・活躍できるよう授業を工夫するこ

とにより、確かな学力の定着と向上に取り組む。 

 (ｳ) 児童の豊かな情操と道徳心を培い、心の通う対人交流能力の素地を養うため、全

ての教育活動を通じた道徳教育及び体験活動等の充実を図る。 

 (ｴ)  保護者並びに地域住民その他の関係者との連携を密に図りつつ、縦割り班活動な

ど、いじめ防止に資する児童が自主的に行う児童会活動に対する支援を行う。 

 (ｵ) いじめ防止の重要性に関する理解を深めるための啓発その他必要な措置として、

人権作文指導や人権集会等を計画的に実施する。 

(ｶ)  学校相互間の連携協力体制整備のため、弓削中学校区内にある保育所、小学校、

中学校と情報交換や交流学習を積極的に行う。 



 

イ いじめの早期発見のための措置 

 (ｱ)  いじめ調査等 

いじめを早期に発見し迅速に対処するため、在籍する全ての児童に対する定期的な

調査を次のとおり実施する。 

①  児童対象「心のアンケート」調査 年11回（８月以外毎月） 

②  Hyper-QU検査、iCheck 年１回ずつ（５月、１月） 

③  教育相談を通じた学級担任による児童からの聞き取り調査 年３回 

（６月、11 月、２月） 

 (ｲ)  いじめ相談体制 

児童及び保護者がいじめに関する相談を行うことができるよう次のとおり相談体制

の整備を行う。 

① ハートなんでも相談員、スクールソーシャルワーカーの活用 

② いじめ相談窓口の設置 

 (ｳ)  いじめの防止等のための対策に従事する人材の確保及び資質の向上 

いじめの防止等のための対策に関する研修や人権・同和教育及び特別支援教育に関

する研修を年間計画に位置付けて実施し、いじめの防止等に関する職員の資質向上を

図る。 

 

  ウ インターネットを通じて行われるいじめに対する対策 

    児童及び保護者が、発信された情報の高度の流通性、発信者の匿名性、その他のイン

ターネットを通じて送信される情報の特性を踏まえて、インターネットを通じて行われ

るいじめを防止し、効果的に対処できるように、情報リテラシーを育む教育を推進して

いくとともに、必要な啓発活動として情報モラル研修会等を行う。 

 

(2) いじめ防止等に関する措置 

  ア いじめの防止の対策のための組織「校内いじめ防止対策委員会」の設置 

      いじめの防止等の対策を組織的・実効的に行うため、次の構成員から成る「校内いじ

め防止対策委員会」を設置する。 

＜構成員＞ 

校長、教頭、学級担任、教務主任、生徒指導主事、研修主任、人権・同和教育主任、

養護教諭 

 

＜活 動＞ 

①  いじめ防止に関すること 

② いじめの早期発見に関すること（アンケート調査、教育相談等） 

③ いじめ事案に対する対応に関すること 

④ いじめが心身に及ぼす影響その他のいじめの問題に関する児童の理解を深める

こと 

＜開 催＞ 

月１回を定例会とし、いじめ事案発生時は緊急開催とする。 

 



イ いじめに対する措置 

(ｱ) いじめに関する相談を受けた場合は、速やかに事実の有無の確認を行う。 

(ｲ) いじめの事実が確認された場合は、いじめを止めさせ、その再発を防止するため、

いじめを受けた児童・保護者に対する支援と、いじめを行った児童への指導とその保

護者への助言を継続的に行う。 

(ｳ) 校長及び教員は、いじめを行っている児童に対し、教育上必要があると認めるとき

は、学校教育法第十一条の規定に基づき、いじめを行った児童等に対して懲戒を加え

るなど、適切な指導を行う。 

(ｴ)  いじめを受けた児童の安全確保及び学習環境を守るため、他に適切な手段がない

場合に限り、いじめを行った児童等について、被害児童が使用する教室とは別の場所

で学習させるなどの措置を講じる。 

(ｵ) いじめの関係者間における争いを生じさせないよう、いじめの事案に関する情報

を関係保護者と共有するための必要な措置を講ずる。 

(ｶ) 犯罪行為として取り扱われるべきいじめについては、上島町教育委員会及び伯方

警察署等と連携して速やかに対処する。 

 

(3) 重大事案への対処 

生命・心身又は財産に重大な被害が生じた疑いや、相当の期間（年間30日を目安）学

校を欠席することを余儀なくされている疑いがある場合は、次の対処を行う。  

ア 重大事態が発生した旨を、速やかに上島町教育委員会に報告する。 

   イ 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。 

 ウ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施する。 

エ 上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係その他の必

要な情報を適切に提供する。 

  



(4) 組織（役割）及び措置 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ハート：ハートなんでも相談員 

 ＳＳＷ：スクールソーシャルワーカー 

 

 

 

  校 長 
・  いじめ事案の指導方針や方法等について学校としての

明確な指導方針を示す。 
・  全教職員の共通理解を図り､指導体制を確立する。 
・  いじめの未然防止、早期発見･対応等に組織的に取り組

む。 

  教 頭 
・ 全校体制でのいじめ未然防止等に向けた協働体制の
確立に努める。  

・ いじめ防止や解決に向けた具体的な指導の留意点な
どについて教職員の情報の共有化を図る。 

・ ＰＴＡ・関係諸機関との連携体制を構築する。 

  生徒指導主事 
生徒指導の具体的な方法を示す。 
・ 教育相談の充実など積極的な生徒指導を推進する。 
（未然防止・早期発見･早期対応） 

・  校内の指導体制を確立する。 
・ 正確な情報の収集と共有を図る。 

  学級担任 
・ 望ましい学級集団づくりに取り組む。  
・ 指導方法の工夫・改善を推進する。 
・ 互いが支え合う学級組織を構築する。 

  養護教諭・ハート・ＳＳＷ 
教育相談の充実を図る。 
・ 知り得た情報を正確に伝える。  
・ 児童への指導、保護者への支援に努める。 

校内いじめ防止対策委員会 

 
校長・教頭・学級担任・教務主任・生徒指導主事・ 
研修主任・人権・同和教育主任・養護教諭 

①事実関係の究明 
学級担任 
生徒指導主事・養護教諭 等 

②校内いじめ防止対策委員会 

④職員会議・研修会 
・ 事案の共通理解 
・ 事後指導の徹底 
・ 事例研究 

重大事態対応 
１ 組織名 

いじめ防止対策委員会 
２ 構成員 

校内いじめ防止対策委員会の構成
員及び関係諸機関 
 

※ 対応・調査・報告・結果報告・事 
後指導・再発防止については上記と
同様の対応とする。 

 

          調査・観察 

いじめの認知 

 

 

 

 

 
 

校内いじめ防止対策委員会 

学
級
・
学
年 

管 

理 

職 

家庭 地域 関係機関 

③児童等への指導助言・対応 

生
徒
指
導
主
事 



(5) 学校評価における留意事項 

   いじめを隠ぺいせず、いじめの実態把握及びいじめに対する措置を適切に行うため、次

の２点を学校評価の項目に加え、適正に自校の取組を評価する。 

 ア いじめの早期発見に関する取組に関すること。 

 イ いじめの再発を防止するための取組に関すること。 

 ウ 本基本方針は、学校評価の結果等を踏まえ、毎年度見直しを行う。 

 

(6) 年間指導計画 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

職
員
会
議
等 

      

防
止
対
策 

      

早
期
発
見 

○ ○◎ ○△ 

 

○ 
 

 

 

 

 

○ 

 

 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

職
員
会
議
等 

      

防
止
対
策 

      

早
期
発
見 

○ ○△ ○ ○◎ 

 

○△ ○ 

○児童対象心のアンケート ◎Hyper-QU検査、ｉチェック △教育相談 

校内いじめ防止対策委員会 

方針計画等 

校内いじめ防止対策委員会 月１回開催 事案発生時に直ちに編制・対応 

校内いじめ防止対策委員会 

第２学期の計画 

学校評価を 

基に研修 
職員研修会 

いじめ防止対策マニュアルの確認 

ＰＴＡ総会 

方針説明 

学校評価の実施（児童・教職員） 

校内いじめ防止対策委員会 

第３学期の計画 

参観日での保護者啓発 

人権標語（隔年） 

校内いじめ防止対策委員会 

本年度の反省 

校内いじめ防止対策委員会 月１回開催 事案発生時に直ちに編制・対応 

学級集団づくり 分かる授業 道徳教育・体験活動の充実 

日記指導 児童観察 教職員等の情報確認 

学校評価を 

基に研修 

学級集団づくり 分かる授業 道徳教育・体験活動の充実 

日記指導 児童観察 教職員等の情報確認 

学校評価の実施(児童・保護者・教職員) 

携帯電話等に関する調査 

人権メッセージ 参観日での保護者啓発 

ＱＵ結果を 

基に研修 

ＱＵ結果を 

基に研修 

えひめいじめ 

ＳＴＯＰ！デイ 
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上島町立生名小学校いじめ防止基本方針      （令和８年４月１日改訂）

１ いじめの定義といじめに対する基本的な考え方 

(1) いじめの定義 

   児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一

定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（イ

ンターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となっ

た児童等が心身の苦痛を感じているものと定義する。（「いじめ防止対策推進法」

より） 

(2) いじめに対する基本的な考え方 

いじめ問題に迅速かつ組織的に対応するために、いじめに対する認識を全教職 

員で共有する。 

いじめは日常生活の延長線上で生じ、当該行為がいじめか否かの逸脱性の判定 

が非常に難しい。そして、いじめは、どの学校・どの学級でも起こりうるものと 

いう基本認識に立ち、すべての児童生徒を対象に、いじめに向かわせないための 

未然防止・早期発見・早期対応に取り組む。 

 

２ 学校におけるいじめ防止等の対策のための組織 

(1) 生徒指導委員会 

校長、教頭、教務主任、生徒指導主事、養護教諭等からなる、いじめ防止対策 

のための校内組織を設置し、必要に応じて委員会を開催する。 

(2) 職員会での情報交換及び共通理解 

職員会において、全教職員で配慮を要する児童について、現状や指導について 

の情報交換及び共通理解を図る。 

 

３ 学校、保護者の責務 

(1)  学校の責務 

 ア 校長は、いじめの未然防止・早期発見・早期対応のために、リーダーシップ

を発揮し、組織的に取り組む。 

 イ 教職員は、いじめの未然防止・早期発見・早期対応のために情報を共有し、

共通理解を図るとともに、共通実践に徹する。  

ウ 児童の保護者、地域住民その他の関係諸機関との連携を図る。 

(2)  保護者の責務 

 ア 保護者は、自分の子ども（家庭）の教育について第一義的責任があることを

認識する。 

 イ いじめは、誰もが加害者や被害者にもなり得ることを認識し、未然防止のた

めに規範意識を養うための家庭教育に努める。 
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 ウ いじめに気付いた場合やその疑いがあると思われる場合は、直ちに学校に相

談する。 

 

４ いじめ未然防止のための取組 

(1)  学級経営の充実 

 ア 毎月行う「心のアンケート」を生かして、児童の実態を十分に把握し、より

よい人間関係づくりに努める。                            

イ 分かる・できる授業の実践に努め､児童一人一人が成就感や充実感を持てる授 

業の実践に努める。 

ウ 学級目標を明確にしたり、「良いこと見付け」をしたりして、お互いの良さを 

認め合う望ましい学級集団づくりに努め、学級への帰属意識を高める。 

(2) 道徳教育、人権・同和教育の充実 

  ア 道徳科の授業を通して、正義感や公平さを重んじる心、友達や命を大切にす 

る心を育てる。 

  イ 全ての教育活動において道徳教育、人権・同和教育を充実し、みんなと協力

し助け合い、自分の大切さとともに他の人の大切さを認めることができる児童

を育てる。 

(3)  相談体制の整備                              

ア 「心のアンケート」実施後に学級担任を中心に、必要に応じて養護教諭等も

教育相談を行い、児童一人一人の理解に努める。 

イ 心のアンケートの対応策（学級集団の背景、学級の成果と問題点、教師の観

察との共通点及び相違点など）を考え、職員研修等で共通理解を図る。 

ウ ハートなんでも相談員やスクールソーシャルワーカー、特別支援教育支援員

と関わる時間を設定し、教育相談の充実に努める。 

 (4) 縦割り班活動の実施 

縦割り班で、遊び・全校スピーチ・遠足などの活動を積極的に行い、協力し、 

お互いを思いやることを体験し、人とよりよく関わる力を身に付けさせる。 

(5)  校長及び生徒指導主事の講話等での人権意識の高揚 

計画的に、校長及び生徒指導主事からの講話を通して、本校児童を取り巻く 

様々な問題に気付かせることにより、その問題解決に向けての人権意識の高揚 

を図る。 

(6) 校内放送を取り入れた活動の充実 

   校内放送で、児童の好きなものや特技等をクイズにして紹介する「友達クイ  

  ズ」を通して、互いのことをさらによく知る活動をする。また、各学級の良い

ところを見付け、それを校内放送で紹介したりすることで、自他を認め合う活

動の充実に努める。 
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 (7)  インターネット及び SNS等の問題に対する対策の推進 

携帯・インターネットに関する使用状況調査を行い、現状把握に努めるととも 

に、情報モラル教育を計画的に行う。また、適宜、児童主体のルールづくりやル 

ールの見直しを行っていく。 

(8)  学校相互間の協力体制の整備 

町内の小学校や中学校・保育所と情報交換や交流学習を行い、人と関わる場や 

機会をつくる。 

 

５ いじめ早期発見のための取組 

(1)  保護者や地域、関係機関との連携 

児童、保護者、学校の信頼関係を築き、円滑な連携を図るように努める。保護 

者からの相談には、家庭訪問や面談により迅速かつ誠実な対応に努める。また、 

必要に応じて、住民課や健康推進課、上島町教育委員会（以下 教育委員会）、中 

学校、発達支援センターなどの関係諸機関と連携して課題解決に臨む。 

(2)  心のアンケートの実施 

    毎月１回「心のアンケート」を実施する。また、それらの結果を基に、一人一

人の児童と教育相談を行い、思いを酌み取る。 

(3)  児童観察と日記指導の実施 

      休み時間や放課後の課外活動の中で、児童の様子に目を配ったり、日記など

から交友関係や悩みを把握したりする。 

 

６ いじめに対する早期対応 

(1)  いじめに関する相談を受けた場合、速やかに管理職に報告し、事実の有無を確 

認する。 

(2) いじめの事実が確認された場合は、直ちに、いじめを受けている児童の安全を

確保すると同時に、生徒指導委員会を開き、対応を協議する。 

(3) いじめを止めさせ、その再発を防止するため、いじめを受けた児童・保護者に

対する支援と、いじめを行った児童への指導とその保護者への助言を継続的に行

う。 

(4) いじめを受けた児童が安心して教育を受けられるために必要があると認めら

れるときは、保護者と連携を図りながら、一定期間、別室等において学習を行う

等の措置を講ずる。 

(5) 事実に係る情報を関係保護者と共有するための必要な措置を講ずる。 

(6) 犯罪行為として取り扱うべきいじめについては、教育委員会及び警察署等と連

携して対処する。 
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７ いじめに対する措置（早期対応、認知したいじめに対する調査等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導方針と体制を決める 
(校内サポートチームを結成し、学校全体
で取り組む) 
・ いつ、誰が、誰に、どのようなねら
いでどのような指導と支援をするか 

・ 教職員の共通理解と連携 
・ 犯罪行為として取り扱われるべき
いじめについては、教育委員会及び
生名駐在所と連携して速やかに対処 

保護者との連携 

指導と支援 

事後対応・継続的な支援 

いじめの発見・情報 

事実関係を正しく把握 

・ 教職員による発見 
・ 本人または他の児童たちからの訴え 
・ 保護者、地域からの訴えまたは関係諸機関か
らの情報 

いじめを受けた児童 

・ まず、いじめから保護する。 
・ 温かく見守ることを伝える。 
・ いじめを受けた児童への心のケアを続け、自立
へ向けて支援する。保護者に対しても事実を正
確に伝え、理解と協力を求める。 

・ 安心して自己実現が図れるように指導支援を
継続する。 

 

いじめを行っている児童・周囲の児童 

・ いじめを止めさせ、相手の苦しみ、悩み、心の
痛みに気付かせる。 

・ いじめに至った原因を共に考え、探ることで問
題の解決を図る。 

・ 責めるのではなく、今後の向上を目指すことを
伝える。 

・ 単なる仲直りに終わらないように、継続的に見
守り支援、指導をする。 

保護者への対応 

・ 事実を正確に伝える。 
・ いじめを根絶するという教師の姿勢を示す。 
・ いじめを行った児童の保護者に対しても事実
を正確に伝え、理解と協力を求める。 

・ これまでの援助・指導の方針を再検討する。 
・ 望ましい学級づくりができるように学校全体
で支援していくような体制を検討する。 

事実関係の把握 
・ 関わった児童 
・ いじめがあったとき、場所 
・ いじめの内容、背景 
・ 児童の心理、いじめの全体像 
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８ いじめ防止等の対策のための組織の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 重大事態への対処 

(1) 重大事態の定義 

ア いじめにより児童等の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると

認められるとき 

イ いじめにより児童が相当の期間学校を欠席する（年間 30日を目安とし、一定

期間連続して欠席している場合も含む）ことを余儀なくされている疑いがある

と認められるとき 

（「いじめ防止対策推進法」より） 

(2) 重大事態への対処 

  ア 重大事態が発生した旨を、教育委員会に速やかに報告する。 

  イ 教育委員会と協議の上、当該事案に対処する組織を設置する。 

  ウ 上記組織を中心として、事実関係を明確にするための調査を実施するととも

生徒指導委員会 

連絡・報告 連絡・報告 

情報収集・情報提供 

 

校 長 ・ 教 頭  

構 成 
【校内サポートチーム】 
生徒指導主事・学級担任・教務主任・養護教諭 等 
 
※ 重大事態対応の場合 

警察・児童相談所・教育委員会・ハートなん
でも相談員・スクールソーシャルワーカー・生
名地区学校運営協議会委員及びＰＴＡ会長等を
加える。 

活動内容 
・ 年間計画の作成 
・ アンケートによる実態把握、分析 
・ 校内研修会の立案 
・ 保護者・地域への啓発活動 
・ 保護者・地域・関係諸機関との連絡調整 
・ 関係児童の指導と援助 
 
※ 重大事態の対応 
  報告(町教委)→組織の設置→調査の実施→保
護者への情報提供→結果報告→措置 

各
学
級
・
学
年 
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把
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発
見 

 
 

計
画
的
な
指
導
の
実
施 

情報収集・情報提供 

学級担任・児童・保護者・地域・関係機関 

連
絡
・
報
告
・
支
援 
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に、関係諸機関との連携を適切にとる。 

  エ 上記調査結果については、いじめを受けた児童・保護者に対し、事実関係そ

の他の必要な情報を適切に提供する。 

 

10 学校評価 

いじめの実態把握及びいじめに対する措置を適切に行うため、「いじめ・不登校根

絶に関すること」を学校評価の項目に加え、適正に自校の取組を評価する。 

 

11 年間指導計画 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

職

員

会
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 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

職

員

会

等 

  

 

 

 

 

 

   

防

止

対

策 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

早

期

発

見 

      

児童の情報共有  職員会後実施 

職員研修 
学校いじめ防止基本方針の確認 
配慮児童についての共通理解 

学級・学年集団づくり 分かる・できる授業 道徳教育・体験活動の充実 

ＰＴＡ総会 
方針説明 

児童観察 教職員、保護者、地域等の情報確認・教育相談 

心のアンケート 心のアンケート 心のアンケート 

 

 

心のアンケート 心のアンケート 心のアンケート 

職員研修 
配慮児童についての 
共通理解（引き継ぎ） 

児童の情報共有 職員会実施 

学級・学年集団づくり 分かる・できる授業 道徳教育・体験活動の充実 

児童観察 教職員、保護者・地域等の情報確認及び共通理解 

いきいきフェス
ティバルにおい
て保護者啓発 

学校評価を
基に研修 

心のアンケート 心のアンケート 心のアンケート 心のアンケート 心のアンケート 心のアンケート 

 

 

学校評価の実施 

体罰調査 体罰調査 

体罰調査 

学校公開日に
おいて地域・ 
保護者啓発 

参観日にお
いて地域・保
護者啓発 

生名地区地域
ふれあい学習
会（人権・同和
教育参観日）に
おいて地域・保
護者啓発 

上島町児童生
徒会議・子ど
もサミット 

えひめいじめ
ＳＴОＰ！デ
イ plus 

i-check 
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